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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成26年3月20日(2014.3.20)

【公開番号】特開2012-160969(P2012-160969A)
【公開日】平成24年8月23日(2012.8.23)
【年通号数】公開・登録公報2012-033
【出願番号】特願2011-20091(P2011-20091)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｎ   5/93     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/76     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/225    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｎ   5/93    　　　Ｚ
   Ｈ０４Ｎ   5/76    　　　Ｚ
   Ｈ０４Ｎ   5/225   　　　Ｆ
   Ｈ０４Ｎ   5/225   　　　Ａ
   Ｈ０４Ｎ   5/225   　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成26年2月3日(2014.2.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　記録媒体に記録されている画像を再生して表示手段に表示するように制御する再生制御
手段と、
　前記再生制御手段で画像を表示している際に、前記記録媒体に記録されている動画のう
ち、特定の撮影モードで撮影された動画の一覧を表示する画面への遷移指示を受け付ける
受付手段と、
　前記受付手段で前記遷移指示を受け付けると、前記記録媒体に記録されている画像のう
ち特定の撮影モードで撮影された動画を示す選択肢の一覧を表示し、該一覧において、前
記記録媒体に記録された画像のうち、該一覧へ遷移する直前に前記再生制御手段によって
表示されていた画像から所定の順序において前でかつ最も近くにある前記特定の撮影モー
ドで撮影された動画を示す選択肢を選択した状態で表示するように制御する表示制御手段
と
を有することを特徴とする画像再生装置。
【請求項２】
　前記所定の順序は、前記再生制御手段における画像送りの順序であることを特徴とする
請求項１に記載の画像再生装置。
【請求項３】
　前記表示制御手段は、前記所定の順序において、前記受付手段により前記遷移指示を受
け付けた際に前記表示手段に表示されていた画像よりも前に前記所定の撮影モードで撮影
された動画が存在しない場合、前記所定の順序において最も後ろにある前記所定の撮影モ
ードで撮影された動画が選択された状態で前記一覧を表示するように制御することを特徴
とする請求項１または２に記載の画像再生装置。
【請求項４】
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　記録媒体に記録されている画像を表示手段に表示するように制御する再生制御手段と、
　前記再生制御手段で画像を表示している際に、前記記録媒体に記録されている画像のう
ち、動画の一覧を表示する画面への遷移指示を受け付ける受付手段と、
　前記受付手段で前記遷移指示を受け付けると、前記記録媒体に記録されている複数の動
画のそれぞれを示す選択肢の一覧を表示し、該一覧において、該一覧へ遷移する直前に前
記再生制御手段によって表示されていた画像と関連付けられた動画を示す選択肢を選択し
た状態で表示するように制御する表示制御手段と
を有することを特徴とする画像再生装置。
【請求項５】
　前記表示制御手段は、前記関連付けられた動画が複数存在する場合、前記関連付けられ
た動画のうち、所定の順序において、前記受付手段により前記遷移指示を受け付けた際に
前記表示手段に表示されていた画像より前で最も近くにある動画が選択された状態で前記
一覧を表示するように制御することを特徴とする請求項４に記載の画像再生装置。
【請求項６】
　前記表示制御手段は、前記所定の順序において、前記受付手段により前記遷移指示を受
け付けた際に前記表示手段に表示されていた画像よりも前に前記関連付けられた動画が存
在しない場合、前記所定の順序において最も後ろにある動画が選択された状態で前記一覧
を表示させるように制御することを特徴とする請求項５に記載の画像再生装置。
【請求項７】
　前記画像と関連付けられた動画は、該画像が撮影された際に撮影されていた動画である
ことを特徴とする請求項４乃至６のいずれか１項に記載の画像再生装置。
【請求項８】
　前記受付手段により前記遷移指示を受け付けた際に前記表示手段に表示されていた画像
が、動画のフレームを抽出することにより生成された静止画である場合、該静止画と関連
付けられた動画は、該静止画の抽出元の動画であることを特徴とする請求項４乃至６のい
ずれか１項に記載の画像再生装置。
【請求項９】
　前記受付手段により前記遷移指示を受け付けた際に前記表示手段に表示されていた画像
と撮影日時、生成日時、あるいは更新日時が同一の時間範囲に属する動画を、前記関連付
けられた動画とすることを特徴とする請求項４乃至６のいずれか１項に記載の画像再生装
置。
【請求項１０】
　再生制御手段が、記録媒体に記録されている画像を再生して表示手段に表示するように
制御する再生制御工程と、
　受付手段が、前記再生制御工程において画像を表示している際に、前記記録媒体に記録
されている動画のうち、特定の撮影モードで撮影された動画の一覧を表示する画面への遷
移指示を受け付ける受付工程と、
　表示制御手段が、前記受付工程において前記遷移指示を受け付けると、前記記録媒体に
記録されている画像のうち特定の撮影モードで撮影された動画を示す選択肢の一覧を表示
し、該一覧において、前記記録媒体に記録された画像のうち、該一覧へ遷移する直前に前
記再生制御工程において表示されていた画像から所定の順序において前でかつ最も近くに
ある前記特定の撮影モードで撮影された動画を示す選択肢を選択した状態で表示するよう
に制御する表示制御工程と
を有することを特徴とする画像再生装置の制御方法。
【請求項１１】
　再生制御手段が、記録媒体に記録されている画像を表示手段に表示するように制御する
再生制御工程と、
　受付手段が、前記再生制御工程において画像を表示している際に、前記記録媒体に記録
されている画像のうち、動画の一覧を表示する画面への遷移指示を受け付ける受付工程と
、
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　表示制御手段が、前記受付工程において前記遷移指示を受け付けると、前記記録媒体に
記録されている複数の動画のそれぞれを示す選択肢の一覧を表示し、該一覧において、該
一覧へ遷移する直前に前記再生制御工程において表示されていた画像と関連付けられた動
画を示す選択肢を選択した状態で表示するように制御する表示制御工程と
を有することを特徴とする画像再生装置の制御方法。
【請求項１２】
　コンピュータを、請求項１乃至９のいずれか１項に記載の画像再生装置の各手段として
機能させるためのプログラム。
【請求項１３】
　コンピュータを、請求項１乃至９のいずれか１項に記載の画像再生装置の各手段として
機能させるためのプログラムが記録されたコンピュータが読み取り可能な記録媒体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　前述の目的を達成するために、本発明の画像再生装置は、以下の構成を備える。
　記録媒体に記録されている画像を再生して表示手段に表示するように制御する再生制御
手段と、再生制御手段で画像を表示している際に、記録媒体に記録されている動画のうち
、特定の撮影モードで撮影された動画の一覧を表示する画面への遷移指示を受け付ける受
付手段と、受付手段で遷移指示を受け付けると、記録媒体に記録されている画像のうち特
定の撮影モードで撮影された動画を示す選択肢の一覧を表示し、該一覧において、記録媒
体に記録された画像のうち、該一覧へ遷移する直前に再生制御手段によって表示されてい
た画像から所定の順序において前でかつ最も近くにある特定の撮影モードで撮影された動
画を示す選択肢を選択した状態で表示するように制御する表示制御手段とを有することを
特徴とする。
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